栃木県立足利特別支援学校　経営方針　２０２４




校訓　「強く　正しく　美しく」
〈教育目標〉
　児童生徒の発達や特性を考慮し、一人一人のニーズに応じた教育を通して、社会で自立し、健康で心豊かに生きる人間をはぐくむ。





                      スローガン

        
                           学びあい　育ちあい　つながりあい　みんなが輝く学校



【目指す教師像】
○専門性を高め、将来を見据え
　た支援ができる教師
○一人一人の気持ちに寄り添い児童生徒とともに歩む教師

【目指す学校像】
〇安全で安心な学校
〇明るく意欲にあふれた学校
〇開かれた学校
〇信頼される学校

【目指す児童生徒像】
○明るく意欲にみちた子
 ○自分らしくがんばる子
 ○優しく思いやりのある子







＜学校経営方針＞
１　子どもを中心に据え、一人一人の実態とニーズに応じた教育を行う（個別最適な学び）
 ・的確な実態把握に基づく個別の指導計画の作成と指導、将来を見据えた指導、指導技術向上

２　安全で安心して学べる学校環境づくりに努める（安全･安心な学校）
 ・安全教育の充実、危機管理対応の確立、実践的対応力の養成

３　学校・家庭・地域が一体となった学校づくりに努める（家庭や地域社会との連携）
 ・交流活動の充実、広報活動の充実、センター的機能の充実、家庭との連携の充実

４　教職員同士が協力し明るく意欲にあふれた学校づくりに努める（資質･能力の向上と対話）
・信頼関係の構築、協働体制の確立、専門性の向上、教育公務員としての自覚










本年度の重点目標

                                                                                                                                                        
                                                      
(2) 安全・安心
 児童生徒が心身ともに安全で安心して学べる学校環境づくりのため施設・設備の整備、点検、訓練を通してマニュアルの見直しを行い、実践的な指導を推進する。



(3)地域との連携
  保護者・地域・地域の学校との連携を強化しながら、交流活動を充実させ、児童生徒が地域社会とつながることを目指す。また、地域の特別支援教育のセンター的機能の充実を図る。
(4)意欲向上
 明るく意欲にあふれた学校づくりに向け、常に児童生徒の成長を中心に据え、教職員間の信頼関係と協働体制の確立、専門性の向上に努める。
(1) 学習活動の充実
的確な実態把握を行い目標を設定し、教材開発や研修に努めるとともに将来を見据えた指導を進め、体験的な学習を充実させ、児童生徒の習得レベルの向上を図る。





